
上手になりました　牟礼小スキー教室
（いいづなリゾートスキー場）

Iizuna Magazine

　飯綱町の世帯数 4,213世帯 （−５世帯）　　 （　）内は前月比
　飯綱町の人口  11,021人　 （−17人）　 　令和元年12月31日現在

　クイズ正解者の中から抽選で5名様にプレゼントをお送りします。
　当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

⑴　郵　送　〒389-1293  飯綱町役場「広報２月号プレゼント係」あて
⑵　メール　kikaku@town.iizuna.nagano.jpあてメール
　　　　　　件名に「広報２月号プレゼント係」
▶�いいづな通信第170号クイズに、たくさんのご応募ありがとうございまし

た。当選者には1/29にプレゼントを発送いたしました。
▶�いいづな通信クイズのプレゼントを提供いただける方を募集しています。

詳しくは、企画課までご連絡ください。

今月のプレゼント
（5名様）

みつどんぬいぐるみキー
ホルダーとトートバッグ

▶クイズ
　Ｑ.�これから建設が始まる飯綱町役場第１庁舎

の業務開始予定はいつ？ 
　　（ヒントは第171号のいいづな通信に！）
■応募方法
　�①住所、②氏名、③年齢、④クイズの答え、

⑤取り上げてほしい内容や特集「ネタ」、⑥い
いづな通信へのご意見等を記入し、2/18ま
でに下記のいずれかの方法でご応募ください。

※�個人情報は、プレゼントの発送以外には使用
いたしません。
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メイン出入口等の変更のお知らせ
　右図のとおり正面駐車場を含む広範囲が工
事用フェンス等により仮囲いされ、現在の役
場正面出入口も解体します。それにより、庁
舎の出入口が北側の角（▶マーク）へ変更いた
します。駐車場についても飯綱福祉センター
前のみとなります。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご
協力をお願いいたします。
※正式な移行日は無線放送にてお知らせします。

新庁舎建設工事実施設計が完了しました
　飯綱町役場新庁舎建設の基本設計に基づき、昨年4月から業務委託しておりました、詳細な仕様
などを取りまとめた「新庁舎建設実施設計」が完了しました。
　今後は、『人や自然にやさしい、町民に愛される庁舎』を実現するため、皆さまが安心して来訪
できる、利用しやすい庁舎を目指し、建設いたします。
　この建設工事に向け、2月上旬に施工業者と契約し、2月下旬頃から、いよいよ本格的な庁舎の
本体工事が始まる予定です。

第1庁舎1階受付前イメージ

案　内　図

Ｐ
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その他附属棟（車庫棟・機械室棟・ごみ庫棟・喫煙所）　208.02㎡
※第1庁舎及び第2庁舎の平面図は、いいづな通信№161（2019年４月号）でお知らせしたとおりです。

『第１庁舎』 令和3年１月業務開始予定
　　『第２庁舎』 令和３年８月業務開始予定
　　　　『最終外構整備』 令和４年３月完成予定

東側から見た外観イメージ　　左側：第１庁舎（増築棟）、右側：第２庁舎（既存庁舎改修棟）

区　分 第１庁舎（増築棟・新庁舎） 第2庁舎（改修棟）

構造等 鉄骨造2階＋搭屋階 鉄骨造2階（改修・補強）

面　積 1,723.85㎡ 856.58㎡

搭屋階 機械室 －

２階

町長室、災害対策室兼会議室、
議会事務局、総務課、企画課、
議場兼会議室、議員控室兼会議室、
正副議長室兼議会図書室、小会議室、
給湯室、無線室、連絡通路、ロビー、
サーバー室、機械室、ＥLV、トイレ 他

第１～第３会議室、　
給湯室、倉庫 他

１階

税務会計課、住民環境課、保健福祉課、
教育委員会、待合スペース、ラウンジ、
相談室、印刷室、機械室、書庫、
連絡通路、リフレッシュスペース、
トイレ、ＥLV、ATM 他

建設水道課、産業観光課、
給湯室、会議室、商工会、
宿日直室、更衣室、
ミーティングスペース、
トイレ 他

概算事業費

〇新庁舎建設工事費
　約11億1,100万円
※�庁舎増改築、福祉センター解体、

外構、附属棟

〇総事業費（Ｈ29～Ｒ3年度）
　約15億3,000万円
※�設計、監理、調査費、土地購入

費、補償費、先行工事費（地中
熱設備・旧館等解体・仮設宿日
直室整備・各種移設撤去工事
他）、その他工事費（駐車場・車
庫棟整備他）、庁舎ネットワー
ク整備費、備品購入費 他

建 築 概 要
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12月 ボアホール工事の様子

10月 旧館解体工事の様子

　先行工事を行いました
▶仮設宿日直室整備工事（4月〜7月）
▶牟礼庁舎旧館解体工事（8月〜11月）
　8月上旬に企画課及び地域包括支援センターの事務室を飯綱
福祉センター内へ引越し、お盆明けから進めていました解体工
事については、11月に完了いたしました。

▶住宅事務所等解体工事（8月〜11月）
▶上下水道管布設替工事（10月〜11月）
▶庁舎仮出入口改修工事（12月〜1月）
▶地中熱利用設備導入第Ⅰ期工事（11月〜1月）
　地球にやさしい自然エネルギー導入事業として、地中熱を利
用し、第1庁舎1階の冷暖房や第1庁舎正面玄関前の融雪設備を
整備します。
　この事業は、環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助
金を活用し、第Ⅰ期工事は地中75ｍのボーリングを22箇所行
い、地中熱交換パイプを設置しました。令和２年度の第Ⅱ期工
事は、横引き配管、地中熱ヒートポンプの整備や融雪パイプの
敷設工事を行います。

　役場掲示板等の移設のお知らせ
　本体工事に伴い、2月中に掲示板を飯綱福祉センター入口付近
へ移設する予定です。
　また、農協旧中郷支店にございましたATMは飯綱福祉セン
ター１階に移設（営業時間移動前と同じ）されていますので、お
知らせいたします。

■問合せ　総務課　総務係　℡253-2511

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

庁舎建設工事

解 体 工 事

附 属 棟 工 事

外 構 工 事

そ の 他

R３年度R２年度
区 分

R元年度

福祉センター

第1庁舎オープン
引越し引越し
第2庁舎オープン

正面玄関前 第２駐車場他第１駐車場

第1庁舎(増築棟) 第2庁舎(改修棟)

第3駐車場

車庫棟他

地中熱工事 第3駐車場

　庁舎建設スケジュール

※建設スケジュールは、工事の状況により変更する場合があります。
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パワー
リハビリ室 ④ホール

管理事務室

①交流カフェ

カフェ店舗

多目的
トイレ

多目的室地域活動

支援
センター

相談室
２

男性用
トイレ

女性用
トイレ

⑥キッチン
ルーム

テナント
相談室

１

廊下

ボランティア
センター

▼
▲

出入口

②プレイ
ルーム

③授乳室

⑤地域交流室

出入口▶ ◀

課等名　及び　課等長名 電話番号 主な業務

条例・規則、区長・組長会、選挙、交通災害共済、危機管
理・防災・消防、防災行政無線、防犯　ほか
財政の企画・調査・公表、予算編成・執行計画、地方交付
税・起債・基金、財産の取得・処分、公用車管理　ほか

総合計画、行政評価、行政改革、統計調査、交通対策、情
報化の推進、広報広聴・ホームページ、入札　ほか

地方版総合戦略、住民協働の推進、人口増対策　ほか

026
（253）4768

経理全般・一般出納事務・源泉徴収

固定資産税・住民税・その他諸税の税制及び賦課　ほか

町税等の収納・徴収及び滞納処分　ほか

026
（253）4762
026
（253）4763

廃棄物の収集、一般ゴミの収集、環境保全、墓地、犬の登
録・狂犬病予防、消費者行政　ほか

国民健康保険、後期高齢者医療保険、国民年金

高齢者・母子・児童・障害者福祉、生活保護、福祉医療

介護保険、要介護・要支援認定　ほか

026
（253）2485

総合相談支援、高齢者の権利擁護、介護予防ケアマネジメ
ント

026
（253）6841 健康増進、母子保健、精神保健、栄養改善

農業委員会事務局、農業振興　ほか

土地改良事業、農業用水、林業、有害鳥獣　ほか

商工業の振興、労働行政、観光に関すること　ほか

026
（253）4766

道路・橋りょう維持管理、砂防・河川、国土調査、都市計画、
町営住宅、公共土木　ほか

上水道に関すること

下水道（合併処理浄化槽含む）に関すること

議会事務局
　事務局長　笠井　順一

026
（253）4761 議会事務全般・監査事務

教育委員会庶務、学校の管理運営　ほか

子育て支援係 子育て支援、児童・母子・父子福祉、母子保健　ほか

こども保育係 保育の実施、児童クラブ　ほか

026
（253）3250 学校給食、学校給食共同調理場の管理運営　　ほか

026
（253）6560

社会教育の振興、公民館活動、人権教育、男女共同参画、
青少年対策、スポーツ振興、歴史・文化活動　ほか

総務係
病院の運営・予算、院内の管理等、機器・物品の管理、改
革プラン　ほか

医事係
外来入院患者の受付、診療費の請求・整理等、診療録の整
理保管

医療福祉係 患者の全般的な相談援助　ほか

会計係 経理全般、決算統計、会計諸帳票等の管理・保管　ほか

026
（253）3481

訪問看護事業・居宅介護支援事業

事務部門

026
（253）2511

026
（253）4071

026
（253）4762

026
（253）4764

026
（253）4765

026
（253）4769

医療技術部門

看護部門

係名

生涯学習係【町民会館】

診療部門

健診管理部門

下水道係

総務教育係

026
（253）2248

飯綱訪問看護ステーション【飯綱病院内】
　所長　東福寺　元久　　次長　大川　和彦

建設水道課【三水庁舎】

　課長　土倉　正和
026
（253）4767

教育委員会事務局

  教育次長　桜井　俊次

議会事務局

学校給食係

飯綱病院

  院長　伊藤　一人

  名誉院長　北山　昌明

  副院長　　 東福寺　元久

  事務長　　 大川　和彦

税務会計課

　会計管理者　兼
　課長　永野　光昭

会計係

総務課
　課長　原　　章胤
　参事　馬島　　豊

企画課

　課長　徳永　裕二

総務係

財政係

企画係

地域振興係

026
（253）2511

地域包括支援センター

健康推進係【健康管理センター】

農政係

耕地林務係

商工観光係

課税係

収納係

住民係　

住民係【三水庁舎】

戸籍、住民登録、個人番号カードの交付、税等証明の受
付・交付、自衛隊の募集、人権擁護　ほか

住民環境課

　課長　梨本　克裕

こども子育て
未来室

生活環境係

国保年金係

保健福祉課

　課長　山浦　克彦

産業観光課【三水庁舎】

　課長　土屋　龍彦

介護支援係

福祉係

建設係

上水道係

町長　峯 村  勝 盛　　　副町長　合 津  俊 雄　　　教育長　馬 島  敦 子

飯 綱 町 組 織 及 び 業 務 分 担 表        （平成31年４月１日現在）

■問合せ　企画課　地域振興係　℡253-2511

※�①～③の施設は、開館時
間中どなたでも無料で使
用できます。

※�使用料の減免等について
は申し込みの際にお尋ね
ください。

　町が普光寺深沢地区（旧三水公民館跡地）に建設を進めてきた飯綱町多世代交流施設が３月15日（日）にグランド
オープンします。
　多目的交流機能をメインに健康増進機能、福祉機能、産業観光機能を持たせたこの施設は、地域内外の人々が気
軽に立ち寄れる「町の新たなコミュニティスポット」として、また、まちなかの賑わいを生み出す施設として、多く
の世代の皆様が、様々な用途で使用いただける施設です。

■使用申込受付　2/17（月）～
■施設内覧会　　3/2（月）～3/13（金）
施設内覧会は予約不要で毎日10:00～正午・13:00～15:00に行います。

グランドオープン記念イベント
とき　３月14日（土）午後

■�まちなかの魅力を見つける「ウォーキング」イベ
ントやワークショップなどを予定しています。

詳しくは、チラシ等でお知らせします。

■施設の使用
　□休 館 日　毎月最終月曜日（祝日の場合は翌日）、12月28日～１月4日
　□開館時間　午前9時～午後10時（月曜日は午前9時～午後5時）
　□使用できる施設

■使用申込み
　□申込開始日　令和２年２月17日（月）　午前9時～　（２月中の申し込みは5月末日までの使用が対象となります）
　□申 込 方 法　�電話（026-217-0345）で仮予約し、原則使用する日の1週間前までに、開館時間中に来館して所

定の使用申込書を記入、提出してください（使用申込書は、飯綱町ホームページからもダウンロー
ドできます）。

　　　　　　　　・電話での仮予約受付時間　月曜日～金曜日の午前9時～午後5時
　□いつから予約できる？
　　・町内の区･組など特定の団体　使用する日の属する月の３ヶ月前の１日～（例：R2.6.20に使用する場合は、R2.3.1～）
　　・町内外の方及び団体　使用する日の属する月の３ヶ月前の10日～（例：R2.6.20に使用する場合は、R2.3.10～）

施設等名 面積 収容人員等 使用料（1時間当たり）
①交流カフェ 140㎡ － 無料
②プレイルーム 34㎡ 45人 無料
③授乳室 5㎡ － 無料
④ホール 99㎡ 50人 2,000円+光熱費、冷暖房費
⑤地域交流室 75㎡ 35人 1,000円+光熱費、冷暖房費
⑥キッチンルーム 33㎡ 調理台2台 1,200円+光熱費、冷暖房費

飯綱町多世代交流施設 ３月15日（日）グランドオープン！
※愛称検討中

駐車場：普通車用21台、軽自動車専用6台
※パワーリハビリ室のオープンは４月を予定しています
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控
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険・福
祉
医

療・高
額
療
養
費
助
成
な
ど
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
は
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※�

お
む
つ
代
は
医
師
の
発
行
す
る「
お
む
つ

証
明
書
」
か
、２
年
目
以
降
で
要
介
護
認

定
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
に
保
健
福

祉
課
か
ら
交
付
さ
れ
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除

　
障
害
の
級
な
ど
が
わ
か
る
手
帳
・
書
類
・

　
障
害
年
金
証
書
な
ど

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

■
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

　
口
座
番
号
の
控
え
・
通
帳
の
登
録
印

　

�

な
お
、還
付
申
告
の
場
合
は
申
告
者
本
人

の
口
座
と
な
り
ま
す
。

■�

税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告
書

や
確
定
申
告
書
の
お
知
ら
せ
通
知
等
、必

要
と
思
わ
れ
る
書
類
を
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■�

収
支
内
訳
書
、医
療
費
控
除
の
明
細
書
な

ど
は
、事
前
に
集
計
を
済
ま
せ
て
か
ら
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期日 曜日 対象地区
2月17日 月 上赤塩・扇平・袖之山
2月18日 火 普光寺東部・夏川・北川
2月19日 水 普光寺中部・福井団地７～９ブロック
2月20日 木 普光寺西部・福井団地４～６ブロック
2月21日 金 深沢・寺村・福井団地１～３ブロック
2月24日 月(休日) 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）
2月25日 火 川谷・四ツ屋
2月26日 水 川西・番匠
2月27日 木 川北東部・福井
2月28日 金 川北西部・平出
3月  1日 日 長野市若里市民文化ホール（税務署開設）
3月  2日 月 原第三・古町
3月  3日 火 町・奈良本・東黒川
3月  4日 水 中峯・田中・西黒川
3月  5日 木 中村・若宮・堀越・日向・東柏原・小玉
3月  6日 金 御所之入・牟礼
3月  9日 月 谷・坂上・栄町
3月10日 火 原第二・横手・中宿
3月11日 水 原第一・野村上
3月12日 木 毛野・上村・東高原
3月13日 金 下赤塩・地蔵久保・坂口・高坂
3月16日 月 予備日

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

申
告
納
税
相
談
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
方
へ
の
お
願
い

申告相談日程表
◆会場：飯綱町民会館

※申告会場が変わります。
◆受付：午前８時30分～11時00分
　　　　午後１時00分～４時00分
◆�対象地区の指定日にお越しにな
れない場合は、予備日または希望
日（土・日・祝日を除く）にお越
しください。
◆長野税務署による休日の受付
　2月24日（月・休日）／3月1日（日）
　会場：長野市若里市民文化ホール
　時間：午前9時～午後4時

申告会場　直通ダイヤル
期間中（2月17日～3月16日）
平日8時30分〜17時15分まで

℡  253- ４
しんこくは、おはやめに

５８２
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消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
に

は
、令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で
の
８
％
、10

月
１
日
以
降
の
取
引
に
つ
い
て
は
、売
上
げ

や
仕
入
れ
等
を
税
率
（
軽
減
税
率
８
％・標

準
税
率
10
％
）ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る

な
ど
の
経
理（
区
分
経
理
）を
行
っ
た
帳
簿

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
元
年
分
か
ら
は
、区
分
経
理

を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課
税
取
引
金

額
計
算
表
」
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、区
分
経
理
に
対
応
し

た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書

類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
消
費
税
の
申
告
は
、最
寄
り
の
税
務
署
に

て
、令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
た
だ
し
、平
成
27
年
分
以
後
は
、外
国
の

制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払
わ
れ

る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や

確
定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
控
除
（
例
え
ば
、純
損
失
や
雑
損
失
の
繰

越
控
除
な
ど
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
自

宅
等
で
パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。

　
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
、
印
刷
し
た
書
面
の

送
付
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
既
に
「
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出

完
了
通
知
」
を
お
持
ち
の
方
は
、「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
確
定
申
告
書
を

作
成
す
る
際
、Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

す
れ
ば
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
、２
か
所
以
上
の
給

与
所
得
が
あ
る
方
、年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
方
、年
金
収
入
や
副
業
等
の
雑
所
得
が

あ
る
方
な
ど
、「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
方
の
範
囲
が
広
が
り
ま

す
。

　
ス
マ
ホ
専
用
画
面
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
も
画
面
が
見
や
す
く
操
作
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
、簡
単
で
大
変
便
利
で
す
。

　
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
は
、是
非
、ス

マ
ホ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
で
発
行
を
受
け
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、ス
マ
ホ
専
用
画

面
で
申
告
書
を
作
成
す
る
際
に
、申
告
に
必

要
な
情
報
と
併
せ
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
す
れ
ば
、
簡
単
に
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、最
寄
り
の
税
務
署
で
発
行
し
て

お
り
ま
す
の
で
、運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。確
定
申
告
に
向
け
て
事
前
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
※�

な
お
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な

対
応
で
す
。
お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
操
作
や
確
定
申
告
に
関

す
る
ご
質
問・ご
相
談
は
、
ま
ず
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
・
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ 

～
確
定
申
告
不
要
制
度
の
お
知
ら
せ
～

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　 
所
得
税
確
定
申
告

　
消
費
税
の
確
定
申
告
を

　
　
　
　
　
　
　 

さ
れ
る
方
へ

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
　
　
　
　 

ス
マ
ホ
で
申
告

≪確定申告などに関するお問合せ≫
 国税庁ホームページ「確定申告特集」をご覧いただくか、

 長野税務署　☎234－0111（代表）まで

≪ｅ-Tax・作成コーナー操作などに関するお問合せ≫
 「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」

☎0570－01
イー

－5
コ ク ゼ イ
901

 【受付】月曜～金曜（祝日等を除く）　9：00～17：00

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申

告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

スマホ画面イメージ
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七
一

一

御
ご っ し ゃ ん

師匠さんと猫
ねこ

原作：小山丈夫　絵と構成：こばやしひろみち

ご
っ
し
ゃ
ん
！

荒あ
ら
か
わ川
の

ご
っ
し
ゃ
ん
！

　

こ
れ
で
は
い
つ
か

　

鶏
に
わ
と
りの
飼か

い
主ぬ
し

に
お
ま
え
が

　

殺こ
ろ

さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

　

…
か
わ
い
そ
う
だ
が
お
前ま

え

の
た
め

　

遠と
お

く
へ
預あ
ず

け
る
こ
と
に
し
よ
う

ま
た
オ
ヤ
ド
の

猫ね
こ

が
う
ち
の
鶏
に
わ
と
りを

喰く

っ
ち
ま
っ
た
！

な
ん
と
か
し
て

く
ん
な
い
！

そ
れ
は
ま
た

申も
う

し
わ
け
な
い

す
い
ま
せ
ん
で
す

随ず
い
ぶ
つ佛
は
猫ね
こ

を
三さ
ん
り里（
約や
く

一
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）離は
な

れ
た
知ち
じ
ん人
に
預あ
ず

け
た

だ
が
数す
う
じ
つ日
し
て

猫ね
こ

は
随ず
い
ぶ
つ佛
の
と
こ
ろ
へ

戻も
ど

っ
て
き
て
し
ま
っ
た

戻も
ど

っ
て

き
た
の
か
…

し
ょ
う
が
な
い

や
つ
だ

よ
し
よ
し

も
う
二に

ど度
と
鶏
に
わ
と
りを

襲お
そ

っ
て
は
な
ら
ん
ぞ

や
れ
や
れ

…

幕ば
く
ま
つ末
の
こ
ろ  

普ふ
こ
う
じ

光
寺
の

寺て
ら
こ
や
し
し
ょ
う

子
屋
師
匠
荒あ
ら
か
わ
ず
い
ぶ
つ

川
随
佛（
＊
１
）
に
は

五ご
さ
い歳
に
な
る
飼か
い
ね
こ猫
が
い
た
が

い
く
ら
し
つ
け
て
も
鶏
に
わ
と
りを
襲お
そ

う

ク
セ
だ
け
直な
お

ら
な
か
っ
た

「
飯

い
い
づ
な
こ
ん
じ
ゃ
く
も
の
が
た
り

綱
今
昔
物
語
」
今こ
ん
か
い回
は
普ふ
こ
う
じ
光
寺
の
寺て
ら
こ
や
し
し
ょ
う

子
屋
師
匠
荒あ
ら
か
わ
ず
い
ぶ
つ

川
随
佛
と
飼か
い
ね
こ猫
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

寺
て ら こ や し し ょ う

子屋師匠　荒
あらかわずいぶつ

川随佛

 ＊１　�本
ほんみょう

名は荒
あら

川
かわ

文
ぶん

吉
きち

（文
ぶ ん か が ん

化元年
ねん

～明
め い じ

治11年
ねん

（1804～1878）、随
ずいぶつ

佛は号
ごう

）。漢
かんがく

学・絵
か い が

画・俳
はいかい

諧に通
つう

じ俳
はいじん

人小
こばやし

林
一
い っ さ

茶とも親
した

しかった父
ちち

の三
さ ぶ ろ う じ

郎治（安
あんえい

永3年
ねん

～嘉
か え い

永元
がんねん

年（1774～1848）、号
ごう

は嵆
けいりゅう

柳、春
しゅんい

咦、草
そうすい

水など）に
学
がくげい

芸を学
まな

び、父
ちち

が普
ふ こ う じ

光寺原
はら

の自
じ た く

宅で開
ひら

いた寺
て ら こ や

子屋を継
つ

いだ。門
もんじん

人は100人
にん

に及
およ

んだという。
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こ
の
逸い
つ
わ話
は
「
随ず
い
ぶ
つ
く
ち
ょ
う

佛
句
帳
」（
小こ
や
な
ぎ
よ
し
お

栁
義
男
・
小こ
や
ま
た
け
お

山
丈
夫
・
伊い
と
う
あ
い
か

藤
愛
加
著ち
ょ
「
小こ
ば
や
し
い
っ
さ
も
ん
じ
ん

林
一
茶
門
人
荒あ
ら
か
わ
そ
う
ず
い

川
草
水
・
随ず
い
ぶ
つ佛
の
著ち
ょ
さ
く作
『
春し
ゅ
ん咦い

翁お
う
し
し
ゅ
う

詩
集
』・『
随ず
い
ぶ
つ
く
ち
ょ
う

佛
句
帳
』」

『
飯い
い
づ
な
ま
ち

綱
町
の
歴れ
き
し史
と
文ぶ
ん
か化
‐
い
い
づ
な
歴れ
き
し史
ふ
れ
あ
い
館か
ん
紀き
よ
う要
第だ
い
一
号ご
う
』）
二
〇
一
三
年ね
ん
）
に
あ
る
俳は
い
ぶ
ん文
を
も
と
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が

十と
お
か日
ほ
ど
た
つ
と

お
っ
し
ゃ
ん
！

お
っ
し
ゃ
ん
！

猫ね
こ

が
！
猫ね
こ

が
！

自じ
ぶ
ん分
で
鳥と
り
い
が
わ

居
川
に

　
　

と
び
こ
ん
だ
よ
！

な
に
！

業ご
う

の
罠わ

な

　
か
か
る
と
し
れ
と
夕ゆ

う
す
ず涼
み
　
随ず

い
ぶ
つ佛

な
ん
と

い
じ
ら
し
い
…

　

お
前ま
え

が
ど
う
し
て
も

　

鶏
に
わ
と
りを
殺こ
ろ

す
の
を
止や

め
ら
れ

　

な
か
っ
た
の
は
…
き
っ
と

　

前ぜ
ん
せ世
で
人ひ
と

を
殺こ
ろ

す
よ
う
な

　

悪あ
く
ご
う業（
＊
２
）
が
あ
っ
て

　

猫ね
こ

に
生う

ま
れ
変か

わ
っ
た
か
ら

　

な
の
だ
ろ
う
な

　

そ
れ
を
苦く

に
し
て
自じ
ぶ
ん分
で

　

命
い
の
ち
を
絶た

つ
と
は
…

　

不ふ
び
ん憫
な
猫ね
こ

よ

　

南な
む無
南な
む無
…

ま
た
や
ら
れ
た
で

ど
う
な
っ
て
る
ん
だ

い
い
か
げ
ん
頼た

の

む
で

あ
い
や
こ
れ
は

ま
た
ほ
ん
と

ご
か
ん
べ
ん
で
す

＊２　�生
う

まれ変
か

わりが信
しん

じられていた当
と う じ

時、前
ぜ ん せ

世での善
ぜんあく

悪の行
おこな

いが因
いんねん

縁
（善

ぜんごう

業・悪
あくごう

業）となり、現
げ ん せ

世で善
ぜんあく

悪の報
むく

いをうけると考
かんが

えられていた。
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12月13日（金）町政の発展のご功績に感謝を込めて　 飯綱町功労者 ・ 善行者表彰
　町政の発展などに寄与された１法人２名の方に、表彰状
と記念品をお贈りしました。
　この日執り行われた表彰式には、上村在住の上倉敏業（か
みくらとしなり）さんが出席され、町長から直接表彰状と記
念品をお贈りしました。上倉さんは、長年旅館業を営むと
ともに、旧牟礼村観光協会長として、会の発展と飯綱東高
原観光事業の振興に尽力されました。
　本年度の表彰は、次の方々にお贈りしました。
■功労表彰　上倉敏業 様
■善行表彰　高額寄付　株式会社恵光学 様
　　　　　　絵画寄付　神林 茂 様（長野市在住）
　これまでのご活躍とご功績に感謝申し上げますとともに、
今後とも飯綱町の発展にご支援をお願いいたします。

▲町長から表彰状と記念品が贈られました

１月１日（水）ヨーイ　 ドン！！　 飯綱町元旦ジョギング大会開催
　毎年恒例の第15回飯
綱町元旦ジョギング大
会が、三水農産物直売
所前駐車場をメイン会
場に開催されました。
　元旦に「走り初め」が
できるとあって、この
大会には毎年町内外から多くの方が参加。今年は昨年を大
きく上回る過去最多の371人もの方が参加しました。当日
はとてもよく晴れ渡り、遠くの山々まで見渡せる好コンディ
ションの中、気持ちよく走ることができました。
　参加した中学生は「新年から走ることができていい汗がか
けた。また来年も参加したい」と話してくれました。
　ゴールした後は、お楽しみの豚汁の振る舞いと福袋大抽
選会も行われ、会場周辺は参加者の熱気で盛り上がってい
ました。

▲笑顔でスタート

１月中旬無病息災を願って　 町内各地でどんど焼き
　町内の各地でどんど焼きが
行われました。
　どんど焼きは、毎年１年の
無病息災を祈念する伝統行事。
地区によっては年末から準備
が始まり、道祖神が形づくら
れ、当日しめ縄やだるまなど
で飾られます。
　今年は記録的な雪不足によ
り、雪がない中でのどんど焼
きとなりました。多くの地区
は、休耕田を借りて行われるため、ぬかるんで足元の悪い中、
参加した大人も子どもも転ばないように慎重に書き初めを
火に近づけたり、餅を火の中に投入したりしていました。
　今年１年、無病息災で過ごせますように…。 ▲天高く舞い上がれ！



11 掲載してある写真データをご希望の方は、企画課へご連絡ください。（但し、ご本人に限ります。）

１月16日（木）気持ちよく滑った！スキー教室　　 牟礼小学校
　牟礼小学校高学年のス
キー教室が、いいづなリ
ゾートスキー場で開かれま
した。
　暖冬による雪不足が心配
されましたが、前夜からの
降雪と晴れ渡った青空も相
まって、絶好のスキー日和となりました。
　スキー学校講師の身振り手振りを交えた熱心で丁寧な指
導のおかげで、子どもたちはターンもスムーズにできてい
ました。
　スキー場で食べるカレーとみかんは、子どもたちにとっ
て最高のごちそう！おいしくいただきました。
　この他、今シーズンは牟礼小学校の低学年、三水小学校
でも、各１回ずつスキー教室が開催されました。▲熱心な指導で上手に滑れるようになりました

１月20日（月）中学校の授業を体験しました　 新入生体験入学　 飯綱中学校
　今年の春に飯綱中学校
に入学予定の新入生体験
入学が、飯綱中学校で行
われました。
　町内の小学６年生が飯
綱中学校にスムーズに入
学して学習できるように
行っている体験入学に、90名余りの６年生が参加しました。
　当日は、３クラスに分かれて国語、理科、英語の授業を
体験。小学校では学ばないような、より専門性の高い授業に、

「新入生」は初めは緊張しながらも、好奇心をあらわに真剣
な面持ちで授業を受けていました。
　また、小学６年生とその保護者を対象に「インターネット
の安心安全な使い方」についての講演も行われ、インター
ネットの危険性や家族でできる対策なども学びました。

▲理科の授業で静電気を学びました

１月21日（火）シードルを仕込みました　 シードルづくり体験　 北部高校
　北部高校生が地域授業でシードルづくりを学びました。
　昨年の５月からりんご栽培を体験している北部高校の１
年生が、自ら育てたりんごを絞り、シードルをつくり、販
売するまでの取り組みを今年初めて体験しています。この
日は、旧三水第二小学校の林檎学校醸造所でりんごの洗浄、
搾汁、果汁づくりまでの体験をしました。
　シードルづくりを指導した林檎学校醸造所の髙野珠美さ
んは、「この取り組みを通して、自分たちで付加価値を高め
ること、マーケティングとは何かを学んでもらえたら」と力
強く話してくれました。
　この日、生徒たちの手で
仕込んだシードルは、今年
の４月ごろ完成し、北部高
校生の保護者の皆様に販売
される予定とのことです。

▲しぼったりんご果汁でかんぱーい！（注：シードルではありません）
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どうしたら…？
まずは、不凍栓（水抜栓）の
確認を。

水が出ない…。
凍結してしまったら…。

どうしよう…？応急処置を。
それから「飯綱町指定給水装置
工事事業者」へ修理依頼を。

・‌�不凍栓は蛇口配管内の水を地下へ排水
し、凍結を防ぐ構造になっています。不
凍栓の操作は「全開」または「全閉」が
基本です。

①蛇口を開き、水を出します。
②不凍栓を閉めます。（回らなくなるまで）
③�蛇口から水が出なくなってから、蛇口を

閉めます。
④�不凍栓が全閉されていることを再度確

認してください。
※�この際、半開きの状態だと、蛇口から水

が出ていなくても水が地下へ流れる場
合がありますのでご注意ください。

　‘宅内漏水’は、お客様が気付かないうちに起こっていることが多く、一度メーターを通り、漏れてしまっ
た水の料金までお客様にお支払いいただくことになりますので、ご注意ください。
　漏水は早期発見が大切です。
　下記の方法は、地下や床下など、見えないところで起こる漏水の発見にも効果的ですので、定期的に各ご家
庭でチェックをしましょう。

・‌�蛇口を開き、凍った部分にタオルなどを
被せ、その上からぬるま湯をかけて、
ゆっくり溶かしてください

※�熱湯を急激にかけると、水道管が破裂す
る恐れがあります。

★２月分の水道料金について
　2月は、水道料金の徴収月ですが、積雪や寒風等のた
め検針は行わず、暫定料金となりますのでご承知くださ
い。精算は４月の検針時に行います。
　2月中旬に、「冬期認定通知書」を各戸にお送りします
ので、内容をご確認ください。

・暫定料金とは…
　当年度6・8・10・12月の平均使用水量分の95％を仮
の使用水量として算出します。これを料金化し、2月分
とします。

・消費税について
　令和元年10月以前より継続してご使用のお客様は令
和元年2月分より消費税が10％になります。

・‌�不凍栓バルブや止水栓を閉めます。
・‌�これらが、取り付けられていない場合や場所が分から

ないときは、破裂した部分に布やテープをしっかり
巻きつけ、針金や紐で縛り、水が吹き出るのを防いで
ください。

・‌�それから、「飯綱町指定給水装置工事事業者」に修理
の依頼をしましょう。

水道管の凍結による漏水に注意してください！

発見しにくい漏水にご注意ください。

低温注意報の夜などは要注意です。しっかり凍結防止をしておきましょう。
また、お留守にするとき、しばらく水道を使用しないとき忘れず水抜きをしましょう。

建設水道課より

水抜

凍結

破裂

＊水道に関するお問い合わせ等は、こちらまでお願いします。
飯綱町役場　建設水道課上水道係　℡（026）253-4767　FAX（026）253-6869

＊漏水の発見方法＊
　・家中の蛇口を全部閉めて、水道メーターを見てください。
　・‌�水道メーターのパイロットが回っていたら、漏水の可能性が

あります。

パ
イ
ロ
ッ
ト

水道メーター
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くらしの情報

INFORMATION
健 康 案 内 板

○乳児健診
　日　時：2月26日（水）

〇1歳6か月、3歳児健診
　日　時：2月19日（水）

○おっぱい教室
①授乳中コース
　日　時：2月12日(水)　13:15～15:15
　対　象：‌�授乳中のお母さん。要予約(初回優先)で個別相談で

す。（１人30分程度）
②妊婦コース(マタニティヨガ体験と母乳のお話など)
　日　時：2月12日(水)　15:30～17:00
　対　象：出産予定の方。要予約でグループでの相談です。

　下記の各検診は、令和2年2月末で終了します。未受診の方は、
お早めに予約・受診ください。
○乳がん検診（マンモグラフィ検査）
　対象者：昭和20年4月1日～昭和55年3月31日生まれの女性
○歯周疾患検診
　対象者：‌��平成31年4月1日現在で、20､30､40､50､60歳の方
　場　所：町内の歯科医院及び飯綱病院（事前予約が必要）
　持ち物：受診票、受診料500円、保険証
○国保特定健診「個別健診」はお済みですか
　ご自分の健康チェックのため受診しましょう。
　対象者：飯綱町国保に加入されている40～74歳の方
　　　　　�（昭和55年3月31日以前に生まれた方で健診当日に

75歳未満の方）
　場　所：町内の医療機関（事前予約が必要）
　持ち物：保険証、特定健診受診券、受診料1,000円

○お子様の予防接種はお済みですか
　�　予防接種は定められた「定期接種」の期間を過ぎると、「任

意接種」扱いとなり、費用は全額自己負担となります。また
万一、健康被害等が生じた場合の補償は定期接種より減額さ
れます。計画的な接種をおすすめします。

　�　お子様の母子手帳を改めて確認してみましょう。接種忘れ
や不明なことがあれば健康管理センターへご相談ください。

○高齢者の肺炎球菌予防接種
　実施期間：令和2年3月31日まで
　対象者：‌�対象者にはハガキで通知をしています。接種を希望

される方は実施期間中に受診してください。
　※既に任意接種された方、飯綱町に住所が無い方は対象外です。
　接種回数：１回
　持ち物：‌�接種料金2,000円（生活保護受給者は無料）、保険証・

通知ハガキ・身体障害者手帳

▽母子保健（場所：健康管理センター）○日本脳炎予防接種第2期（特例措置）について
　対象者：‌�平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれのうち、

上記予防接種が未接種の方
　�　令和元年12月末に、ハガキでお知らせをしています。20

歳の誕生日の前日まで無料で接種が可能ですので、この機会
に母子手帳をご確認いただき、接種をしましょう。

　�　ただし、接種につきましては長野県内の指定医療機関のみ
となります。県外医療機関では接種はできませんので、ご注
意ください。進学や就職等で生活拠点が町外になる予定の方
は、早めの接種を推奨します。

○インフルエンザ予防をしましょう
　�　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染するこ

とによって起こる病気です。
　�　主な感染経路は、咳やくしゃみの際に口から発生される小

さな水滴によるものです（飛沫感染）。
　�　たとえ感染者であっても、まったく症状のない例（不顕性

感染）や、風邪に似た症状のみでインフルエンザウイルスに
感染していることを、本人も周りも気付かない軽症の例も少
なくないため、周囲にうつさないようにすることや予防が大
切です。

　・外出後の手洗いや咳エチケット
　　�　インフルエンザに限らず飛沫感染などを感染経路とする

感染症の対策の基本です。なお、インフルエンザウイルス
にはアルコール製剤による手指衛生も効果があります。

　・十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　・適度な湿度（50～60％）を保持
　　�　空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下しインフ

ルエンザにかかりやすくなります。
　・人混みや繁華街への外出を控えること
○定期健康相談
　日　時：2月21日（金）　13:30～15:30
　場　所：健康管理センター（予約は不要です）　　　　　　　
　　　
○断酒会
　日　時：毎週水曜日  19:30～21:00
　場　所：飯綱町民会館
○心の健康相談
　日　時：2月20日（木）　13:30～15:30
　場　所：健康管理センター
　2月17日（月)までに健康管理センターへ予約してください。
　１人概ね1時間程度で精神保健福祉士による個別相談です。

〒389-1211  飯綱町大字牟礼2220
　業務時間：平日8:30～17:15　（飯綱病院　東隣）

（直通）電話：026-253-6841　FAX：253-6840　有線6841

▽健康管理センターのご案内

▽各種健診（検診）のご案内

▽予防接種 

▽その他

対　　象 受付時間
9～10か月 平成31年4月生 13:00～13:10
6～7か月 令和元年7月生 13:20～13:30
3～4か月 令和元年10月生 13:10～13:20

対　　象 受付時間
3歳児 平成28年7月～8月生 13:00～13:15
1歳6か月児 平成30年6月～7月生 13:45～14:00

災害見舞金・ご寄附をいただきました
　令和元年11月26日に全国町村会及び長野県町村会から、12
月6日に全国町村議会議長会及び長野県町村議会議長会から、
台風第19号で被害を受けた飯綱町に、それぞれ災害見舞金を
いただきました。また、12月19日に匿名の方から、飯綱訪問
看護ステーションの運営に役立ててほしいと、50万円のご寄
附をいただきました。ご厚意に感謝し、心より御礼申し上げま
すとともに、その主旨に沿い有効に活用させていただきます。
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INFORMATION

人権擁護委員として、新たに2名の方が
委嘱されました

　人権擁護委員としてお務めいただきました近藤保三さんと
髙野由美子さんが、任期満了のため令和元年12月31日付を
もって退任され、後任として丸山正和さんと久遠春美さんが
令和2年1月1日付で法務大臣から人権擁護委員として委嘱発
令されました。
　人権擁護委員は、自由人権思想に関する啓発宣伝、人権擁
護運動の助長、人権侵犯事件の調査・報告など、広く人権の
擁護に努めることを職務としています。
▶人権擁護委員名簿（五十音順）
　土倉　郁代さん　　中村　芳人さん　　久遠 春美さん
　藤澤　睦志さん　　丸山 正和さん
　�　近時社会問題となっている女性や子どもの人権問題等に

ついて以下の専用電話を設置し、人権擁護委員が中心と
なって電話相談を受けておりますのでご利用ください。

　　みんなの人権110番	 　　0570-003-110（全国共通）
　　子どもの人権110番	 　　0120-007-110（全国共通）
　　女性の人権ホットライン　0570-070-810（全国共通）
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

ごみ処理手数料減免券の申請について
　在宅で紙おむつを常時使用している方への支援として、町
に住民登録がある方で次の方には、ごみ処理手数料を免除す
る「減免券」を交付します。（毎年1回の申請が必要になりま
すので、昨年申請された方で今年も希望される場合は、申請
を行ってください。）　
　なお、「３歳未満の乳幼児のいる世帯」および「生活保護世
帯」には町から減免券を配布します。（申請は不要です。）
▶該当される方※

　①介護保険の要介護認定者　②介護保険の要支援認定者
　③身体障害者手帳受領者　④療育手帳受領者
　⑤在宅腹膜透析実施者
　※�養護老人ホームやその他の施設に入所・入院しており、可

燃ごみをごみ集積所へ通常排出されないと認められる場
合、また外出等で一時的に紙おむつを使用する方は除く。

▶申請に必要なもの　
　①交付事由を証する書類
　　（介護保険被保険者証、身障者手帳、療育手帳の写し等）
　②�交付申請時のおおむね３ヶ月以内の日付の紙おむつ等を

購入した領収書またはレシート
　③印鑑(認め印でも可)
▶申請開始日　3月23日(月)　減免券交付は4月以降
▶対象期間　令和2年4月～令和3年3月まで
▶申請場所・問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

飯綱町プレミアム付商品券の
購入・使用期限が迫っています!!

　プレミアム付商品券の購入・使用期限は令和2年2月14日
（金）までです。今回は、一般用の他に子育て世帯や住民税が
課税されていない方を対象としたプレミアム付商品券も販売
しています。それぞれに該当する方は一般用に追加して両方
の立場で購入することができます。購入の仕方など異なる場
合がありますので、お手元に届きましたチラシや購入券また
は購入引換券をよくご覧ください。
※�使用期間終了後は、商品券の未使用分があっても使用できま

せん。返金もできませんので使用期限内にお使いください。
▶問合せ　産業観光課　商工観光係　℡253-4765

「みつどん」がLINEスタンプになりました
　SNSアプリのLINEに「みつどん」のスタンプ
が登場しました。ダウンロードをしていただ
くと「ありがとう」「おかえり」など普段から使
用できるような40種類ものスタンプがご利用
いただけます。普段言葉にして伝えにくい気
持ちをみつどんと一緒に伝えてみましょう！
　ダウンロード方法はLINEアプリのスタンプ購入画面から

「みつどん」と検索。※クリエイターズの欄にあります。
　LINE通貨で50コイン（120円）が必要となりますので、ご
注意ください。
▶問合せ　 産業観光課　商工観光係　℡253-4765

介護認定調査員の募集について
▶職務内容　要介護認定するための訪問調査など
▶採用要件　�普通自動車運転免許および次のいずれかの資格

を有する者［介護支援専門員、看護師、保健師、
介護福祉士、社会福祉士、介護職員初任者研修

（旧ホームヘルパー２級研修）修了者］
▶採用予定人数　若干名
▶選考内容　書類選考（履歴書による）・面接
▶採 用 日　令和2年4月1日
▶勤務場所　保健福祉課介護支援係
▶勤務時間　週3日（9:00～16:00）
▶申し込み　�2月28日（金）（必着）までに必要書類（履歴書と

資格証のコピー）を保健福祉課介護支援係（牟礼
庁舎）へ提出してください。

▶問合せ　保健福祉課　介護支援係　℡253-4764

高齢者先進安全自動車購入費補助金事業のお知らせ
　高齢者の交通事故防止及び事故時の被害軽減を目的とし
て、先進安全自動車を購入する費用の一部を助成します。

（2ヶ年限定補助事業）
▶対象者
・‌�新車登録日及び申請日において、町内に住所を有し、住民

基本台帳法により、記録されている満65歳以上の者等
▶補助対象自動車
・普通自動車、小型自動車又は軽自動車
・年度内に新車登録した自動車等
▶補助金額
・ 衝突被害軽減ブレーキのみ搭載している場合（2万円）
・‌�衝突被害軽減ブレーキ及び次のアからエの装置を1つ以上

搭載している場合（3万円）
　ア　車線維持支援制御装置　　イ　車線逸脱警報装置
　ウ　ふらつき注意喚起装置
　エ　ペダル踏み間違い時加速抑制装置
注�）平成31年4月1日～令和2年3月31日に登録した分は令和

２年度には補助対象外となりますので、令和2年4月20日
（月）までに申請書を提出してください。

＊詳細につきましては以下までお問い合せください。
▶問合せ　 保健福祉課　福祉係　℡253-4764

交通死亡事故ゼロ1,000日達成しました
　飯綱町では、交通死亡事故ゼロ1,000日を達成し、昨年
12月24日に長野県交通安全推進本部より表彰されました。
　今年は、あおり運転・ながら運転の罰則強化が実施される
とともに高齢ドライバーの交通事故が増加しています。また、
県内においては若年ドライバーによる交通事故死者数が過去
5年間で最多となっています。高齢者も若者も互いに交通安
全を意識し、この記録がより長く続くことを願っています。

お知らせ
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くらしの情報

マイナンバーカードの有効期限通知書が届いた方へ
電子証明書更新の際の電話予約のお願い

　マイナンバー（個人番号）カード及びカードに格納されている電
子証明書の有効期限を迎える3ヵ月前より、地方公共団体情報シス
テム機構から『マイナンバーカードの有効期限通知書』が送付され
ます。電子証明書の有効期限を迎える方は、お手続きが必要とな
りますので、届きました通知書をご確認いただき、必要書類を持
参のうえ役場牟礼庁舎までお越しください。なお、更新のお手続
きにはカード交付時に設定した暗証番号の入力が必要となります。
▶お願い　�電子証明書の更新作業には、1人10分程お時間が

かかります。必ず、事前に来庁日時を予約してい
ただくようお願いいたします。

▶場  所　牟礼庁舎住民係窓口
▶予約可能時間　月曜日　13:00～17:00
　　　　　　　　火曜日～金曜日　9:00～16:30
▶問合せ　住民環境課　住民係　℡253-4762

家庭系可燃ごみ12月分の委託収集量のお知らせ
　令和元年12月の１月間で、各集積所から収集した可燃ご
みの重量、基準年及び前年との比較は次のとおりです。

▶「みんなで取り組もう“ごみ減量”」
　�　人が生活すれば必ず出るものが‘ごみ＝廃棄物’。そのごみ

はどのように処理されているか考えてみましょう！
　�　可燃ごみ、資源ごみ、埋立ごみ。そのどれもが、処理に膨

大な経費がかかります。ごみの量が増えれば増えるほど、よ
り多くの税金がごみ処理に使われてしまいます。

　�　ごみの焼却によって生み出されるものは、地球温暖化を進
める二酸化炭素と最終処分場に埋め立てる灰しかありません。
その何も生み出さないごみ処理費用の削減のため、一人ひと
り減量施策を実践し、皆さんでごみ減量化を図りましょう。

水質汚濁事故を防止しましょう！
　油や農薬等が河川へ流出したり、水質の異常により魚が死
んでしまう「水質汚濁事故」が毎年多発しています。水質汚濁
事故が発生すると、多くの方の生活に影響を与えるほか、動
植物などの生育にも影響を及ぼします。
・‌�水質汚濁事故を未然に防ぎましょう！
・‌�不要になった油類、農薬等を河川等に捨てることは、廃棄

物の不法投棄に当たり、厳しい罰則が設けられています。
絶対にやめましょう。

・‌�油や農薬等の化学物質を流出させてしまったり、発見した
ら、すぐに最寄りの消防署や、市町村又は地域振興局まで
連絡してください。

　「灯油漏れ等の対策は本人が行わなければなりません！」
▶問合せ　住民環境課　生活環境係　℡253-4762

加工所施設 3月分の予約受付について
▶日　時　令和2年2月4日（火）　9:00～
▶�受付場所　「野村上加工所」は野村上加工所、「りんごパー

ク大豆加工施設」及び「りんごパークセンターみそ加工施
設」はりんごパークセンターとなります。

　・予約は、各施設に出向かれた方が優先となります。
　・電話での予約は、11:00以降より受付となります。
▶問合せ　産業観光課　農政係　℡253-4765
　　　　　りんごパークセンター　℡253-2801

「飯綱町公共交通マップ」への広告掲載事業者募集
　今年度作成予定の「飯綱町公共交通マップ」へ広告を掲載し
ていただける事業者を、以下のとおり募集します。
▶発行部数　5,000部
▶配布範囲　飯綱町全世帯、診療所、病院、牟礼駅等を予定
▶広告料　�町内事業所は5,000円/枠、町外事業所は10,000

円/枠をそれぞれ最低価格とし、申し込みのあっ
た中から一番金額の高い者に決定（申し込み多数
の場合は、抽選により決定するが、町内事業所を
優先します）（1枠 縦5.25cm×横7.4cm）

▶最大枠数　４枠　　▶申込期限　2月14日（金）まで
▶申込・問合せ　企画課　企画係　℡253-2511

旧牟礼西小、旧三水第二小の
社会体育等施設の使用について

　現在、教育委員会が受付窓口となっている次の社会体育等
施設については、小学校施設の跡地活用に伴う改修工事等の
ため、令和２年４月よりしばらくの間、施設の貸出、使用を
中止します。
○旧牟礼西小学校体育館及びグラウンド
○旧牟礼西小学校 とちの木楽校（調理室等）
○旧三水第二小学校体育館及びグラウンド
　上記施設の今後の使用、サッカー場（旧牟礼西小グラウン
ド）の使用については、あらためて広報紙などでお知らせし
ます。旧牟礼西小、旧三水第二小の施設の使用等に関するこ
とは、以下の問合せまでお願いいたします。
▶問合せ　企画課　地域振興係　℡253-2511

令和2年度長野県シニア大学新入生募集!!
　2月3日より願書受付が始まります。脈々と続くシニア大
学で共に学び、充実した学生生活を送りませんか？

【一般コース】
▶入学資格　おおむね50歳以上の県内在住の方
▶受講期間　2年間（年間15日、1日4時間程度）
▶授業会場　長野県社会福祉総合センターほか
▶内　　容　�社会活動・教養・選択講座など地域活動を行う

ための幅広い分野の学習と実践
▶定　　員　180名
▶授 業 料　年額12,000円（教材費など別途）
▶募集期間　2月3日（月）～3月16日（月）
▶申 込 先　�長野県シニア大学長野学部事務局（長野保健福

祉事務所福祉課内）（〒380-0936  長野市中御
所岡田98-1  ℡228-7023  FAX223-7669）

　　　　　　URL: http://www.nicesenior.or.jp/
【専門コース】
▶入学資格　�おおむね50歳以上の県内在住の方で、地域課

題を解決する専門的なスキルを身につけ、実践
者として活動しようとする人

▶受講期間　1年間（35時間）
▶授業会場　長野県社会福祉総合センターほか
▶内　　容　�ゼミ方式により、活動計画を立て地域に出向き

ながら実践を通して学ぶ専門的な講座
▶定　　員　30名（書類選考後、面接）
▶授 業 料　年額26,000円
▶募集期間　2月3日（月）～2月28日（金）
▶申 込 先　長野県シニア大学本部
　（〒380-0928  長野市若里7-1-7 　℡226-3741）

今月 基準年 前年
Ｒ元年
12月分

Ｈ25年
12月分 差引量 増・減 Ｈ30年

12月分 差引量 増・減

102ｔ 173ｔ △71ｔ △41％ 118ｔ △16ｔ △14％

掲載記事の訂正について
　いいづな通信170号（2020年1月号）表紙の飯綱町の世帯
数に誤りがありました。正しくは以下のとおりです。

（正）4,218世帯　　　（誤）4,213世帯
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INFORMATION

2月のおはなし会
▶日　時　2月8日（土）・22日（土）　10:00～11:00
▶場　所　飯綱町民会館　集会室
▶問合せ　公民館　℡253-6560

「猫の飼い方教室」の開催について
　人と猫とのより良い関係を推進するために、飼い主に対す
る猫の適正飼養の普及啓発を目的とした講習会を開催します。
▶日時　2月22日（土）　13:30～15:30まで（受付13:00～）
▶場所　須坂市消防本部　須坂市消防署（3階　大会議室）
　　　　  （須坂市大字小山1306番地）
▶内容　「猫の飼い方について」　「地域猫活動について」
▶講師　長野県動物愛護センター　「ハローアニマル」職員
▶参加方法　受講は無料（事前申込は不要）
▶主催・後援　長野県長野保健福祉事務所・須坂市
▶問合せ　長野県長野保健福祉事務所　食品・生活衛生課
　　　　　乳肉・動物衛生係　℡225-9065（直通）

食育推進体験講座「食と農業への祈り」参加者募集
　飯綱町の食文化を学ぶ「食育推進体験講座」を開催します。
　今年は、箱膳体験を通して、土地・作柄に関する地域に伝わ
る行事や歴史、食事の際の作法・マナーなど、飯綱町の「食べ
ごと」について学び、実習を行います。
　台風19号の災害を経験した今、私たちだからこそ、「食」と「農
業」への感謝や文化を継承することの大切さを改めて知るとき
ではないでしょうか。多くの皆様のご参加をお待ちしています。
▶日　時　2月29日（土）　10:00～13:00
▶場　所　飯綱町民会館　教養娯楽室
▶対　象　町内外どなたでも　※親子大歓迎
▶内　容　①講話　・地域の食文化や行事、歴史
　　　　　　　　　・「食べごと」の意味
　　　　　②実習・箱膳体験　・食事の作法・心構え
　　　　　③昼食
▶参加費　１人300円　定員30名（事前申込みが必要）
▶申込み　�2月19日（水）までに上記QRコード（専用申請

フォーム）か、以下問合せ先へ電話またはメール
でお申込みください。小学校低学年以下のお子様
は保護者の方とご参加ください。

▶問合せ　企画課　企画係　℡253-2511
　　　　　メール　kikaku@town.iizuna.nagano.jp

第14回地域福祉フォーラム開催のお知らせ
　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があ
ります。命の危険が迫った状態になると、約70％の方が医療やケア
などを自分で決めたり、思いを人に伝えられなくなってしまうと言わ
れています。どのような医療やケアを望むかを前もって考え、周囲の
人と話し合い、共有する「人生会議」について考えてみませんか。
▶テーマ　人生を自分らしく全うするために今できることは…
▶日　時　3月7日（土）　12:30～15:30
▶会　場　飯綱町民会館
▶内　容
　・‌�講演　今よく耳にする『人生会議』について正しく学ぼう

　　　講師　国立長寿医療研究センター　後藤友子先生
　・‌�地域おこし協力隊による実践発表
　・‌�寸劇　「フレイル予防」
　・‌展示・販売　�フードモデルの活用、健康食・フレイル予

防のレシピなどの紹介、介護食の試食体験、
介護事業所による展示・小物販売

　・‌�町内で実施した健康計測結果の展示（協力:理化学研究所）
▶問合せ　保健福祉課　介護支援係　℡253-4764

いいづな歴史講座

「江戸幕府代官が見た飯綱町」開催
　江戸時代の飯綱町牟礼地区はおおむね中野代官所（中野市）
が支配していました。天保9年（1838年）中野代官岡本忠次
郎の領内視察記録をひもときながら、代官の目で見た当時の
飯綱町周辺の政治、文化、人々の交流などについて話題にし
ます。どうぞご来場ください。
▶日　時　2月16日（日）　13:30～15:00
▶会　場　飯綱町民会館　教養娯楽室
▶演　題　「江戸幕府代官が見た飯綱町」
▶講　師　小山丈夫（館学芸員）
▶申込不要・参加無料
▶問合せ　歴史ふれあい館　℡253-6646

－異常気象に負けるな長野！がんばれ生産者！－
 「2020 いいづなリンゴフォーラム」

▶日　時　2月4日（火）　受付9:30　開始10:00～15:55
　　　　　※入場無料
▶会　場　いいづなアップルミュージアム　飯綱町倉井５
　今日の農業の課題を取り上げ、リンゴ栽培に役立つ農業
フォーラムです。農業者、農業に興味を持つ方、是非ご参集
ください。
＜午前の部　内容＞ 10:00〜
　・「2019年長野地域のりんご生産状況」
　・「果樹におけるカラスを中心とした鳥害と被害対策」　　
　・「飯綱町と都会を繋いで―りんご学校3年目」
＜午後の部　内容＞ 13:00〜
　・「台風19号被災農家の現状と伝えたい教訓」
　・「異常気象と全国りんご生産地の現状」
　・「農家と企業の地域連携で生み出す飯綱町産シードル」　
　昼食会（1,000円）、懇親会（16:30～ 3,000円）を行います。
▶昼食・懇親会チケットのご購入、ご予約は、いいづなアッ
プルミュージアムまで　℡253-1071

第14回飯綱町文化協会祭作品展示
▶期　間　2月9日（日）～2月28日(金)
▶時　間　9:00～16:00　　※入場無料
▶会　場　いいづなアップルミュージアム　　飯綱町倉井５
▶�開催内容　飯綱町文化協会祭展示は第14回目を迎えます。

協会会員よる展示は、書道・絵画・工芸・写真とバラエ
ティーに富んだジャンルの作品が並びます。どの作品も創
作する喜びにあふれ、観る人に感動を与えてくれます。こ
の機会にご鑑賞ください。

▶休館日　2/10、2/17、2/25
▶問合せ　いいづなアップルミュージアム　℡253-1071

歴史ふれあい館からのお知らせ

アップルミュージアムからのお知らせ

催　し
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3月2日（月）は納税日です
　今月の町税及び各種料金の納期限は、口座振替ともに3月2日（月）です。口座振
替をご利用の皆様は前日までに残高の確認をお願いします。
▶2月の町税・各種料金は次のとおりです。
　�固定資産税、町県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、

上下水道料、保育料（時間外含・一時含）、園バス使用料、住宅使用料、緊急通報
装置使用料、学童保育料、学校給食費、デイサービス利用料

▶問合せ　各担当まで

　飯綱町地域活動支援センターは、障がいのある人の相談窓口です。また、余暇等
を企画し地域での暮らしが充実したものになるよう応援している所です。

▶問合せ　飯綱町地域活動支援センター　電話253-7519

2月・ 3月の開館状況
○＝午後4時30分から午後8時まで
◎＝午前9時から午後7時まで
×＝閉館

<2月>　　　　　　<3月>

※�開館時間等が変更になる場合は、無
線放送等でお知らせします。

▶問合せ　教育委員会　生涯学習係
　　　　　℡253-6560

中学校図書館からの
お知らせ

日 曜日 開閉
1 日 ◎
2 月 ×
3 火 ○
4 水 ○
5 木 ○
6 金 ○
7 土 ◎
8 日 ◎
9 月 ×
10 火 ○
11 水 ○
12 木 ○
13 金 ○
14 土 ◎
15 日 ◎
16 月 ×
17 火 ○
18 水 ○
19 木 ×
20 金 ◎
21 土 ◎
22 日 ◎
23 月 ×
24 火 ◎
25 水 ◎
26 木 ◎
27 金 ◎
28 土 ◎
29 日 ◎
30 月 ×
31 火 ◎

日 曜日 開閉
1 土 ◎
2 日 ◎
3 月 ×
4 火 ○
5 水 ○
6 木 ○
7 金 ○
8 土 ◎
9 日 ◎
10 月 ×
11 火 ◎
12 水 ○
13 木 ○
14 金 ○
15 土 ◎
16 日 ◎
17 月 ×
18 火 ×
19 水 ×
20 木 ○
21 金 ○
22 土 ◎
23 日 ◎
24 月 ◎
25 火 ×
26 水 ○
27 木 ○
28 金 ○
29 土 ◎

飯綱町地域活動支援センターからのお知らせ

納税日のお知らせ

「カフェ」
みんなの交流の場。お茶を飲みながら夕方の時間を過ごします。
毎週　月曜日　午後3時45分～4時45分
開催場所：黒川1660-5　黒川の家

「いこいの家」
精神障がいのある人の社会復帰に向けての支援や余暇活動の支援（おやつ作りや
カラオケなど）をしています。
毎週火曜日　午後1時30分～3時30分　　場所：黒川1660-5　黒川の家

「ＳＯ（スポーツおもしろ）プログラム」  毎月1回　スポーツの場を提供
サンアップルへ行こう！

（予定）　2月15日（土）　午前10時～11時30分
集合場所：サンアップル（送迎ご希望についてはご相談ください）

「余暇企画」  
障がいのある人の余暇活動を支援（クラフト、カラオケ、温泉など）
★2月11日（火）祝日　午前9時～午後2時　オシャレなオトナの休日

（趣味・ランチとカラオケボックス）
●創作カフェ　わたしのじかん
　2月6・13・20・27日（木）　午後3時45～4時45分
　内容などの詳細は以下へご連絡下さい。
　申込み先：飯綱町地域活動支援センター（電話253-7519へ）

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3
カフェ

4
いこい

5 6
●創作カフェ

7 8

9 10 
カフェ

11 祝日
★余暇

12 13
●創作カフェ

14 15
ＳＯ 

16 17 
カフェ

18 
いこい

19 20
●創作カフェ

21 22

23
祝日

24
振替休日

25
いこい

26 27
●創作カフェ

28 29

くらしの情報

※第171号（20ページ）の印刷費は税込み218,232円、1部当たりのコストは約67円です。
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こども子育て  未来室だより  飯綱町教育委員会
℡253-4769　Fax253-6020

　

長
野
県
立
大
学
健
康
発
達
学
部
の
１
年
生
40
人
が
、
町
内
保
育
園

で
初
め
て
の
現
場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
の
お
姉
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
た
ち
は
、
初
め
て
の
保
育
園
実
習
で

緊
張
し
、表
情
が
硬
く
な
って
い
ま
し
た
が
、鬼
ごっこ
や
、ボ
ー
ル
遊
び
、

ま
ま
ご
と
等
子
ど
も
た
ち
と一緒
に
遊
ぶ
中
で
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
自
然

と
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
学
生
の
お
姉
さ
ん
、
お

兄
さ
ん
と
遊
べ
て
、
と
っ
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
が
帰
る
と
き
に
「
ま
た
き
て
ね
～
！
」
と
寂
し
そ
う
で
し
た
が
、

ま
た
会
え
る
と
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
学
で
保
育
士
さ
ん
に
な
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
、
成
長
し
た
姿
で
将
来
は
飯
綱
町
の
保
育
士
さ
ん
に
な
って

く
だ
さ
い
ね
。

　

教
育
委
員
会
で
は
昨
年
度
よ
り
、
県
立
大
学
と
連
携
し
、
子
育
て

に
関
す
る
事
業
を
行
って
い
ま
す
。
月
に
１
回
、
大
学
よ
り
各
専
門
の

先
生
を
お
招
き
す
る
「
わ
く
わ
く
子
育
て
講
座
」
や
、
イ
ク
メ
ン
パ
パ

企
画
、
新
設
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

役
等
を
担
って
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
継
続
し
て
事
業
を

行
って
い
く
予
定
で
す
。

県
立
大
学
生
が
町
内
保
育
園
で
初
め
て
の
保
育
園
実
習

お姉さんと
サッカーだぞ！

みんな静かに！

おやすみ☆

好きな食べ物
なぁに？

たくさんのおにいさん、おねえさんが町内保育園に来ました！

またあそびに来てね〜☆

保育士さんが準備する
ことってたくさん！
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こども子育て  未来室だより

3日 4日 5日 6日 7日

○保　豆まき
○子　健康相談
　　リサイクルデー
○i 　セミナー

○i 　セミナー
　　（AM休み）
○子　なかよし広場休み

10日 11日 12日 13日 14日

○子　育児相談
　　読み聞かせ ○子　なかよし広場休み ○子　はぐくみカフェ ○子　なかよし広場休み

17日 18日 19日 20日 21日

○子　�わくわく子育て講座
　　（なかよし広場休み） ○保　誕生会

24日 25日 26日 27日 28日

�○子　英語で遊ぼう ○子　�ベビーマッサージ ○子　誕生会
　　読み聞かせ

令和２年２月予定 ○保…町内各保育園、○子…子育て支援センター、○i … i ワーク

　

　2月19日の「第９回わくわく子育て講座」は昨年９月に実施できなかった「子どもの育ちと親子関係」となります。
講師は臨床心理学がご専門で長野県立大学准教授の中山智哉先生です。
　乳幼児の成長にとって大切なお話です。ぜひご参加ください。
　（「あそびと発達」は来年度へ改めさせていただきますので、ご了承ください。）

　■日　時：2月19日（水）　10時〜11時
　■場　所：町民会館ホール（託児は１階教養娯楽室）
　　　　　　※当日のなかよし広場はお休みです。
　■その他：参加費無料、託児は大学生がお手伝いします。

　託児をご利用の方は、事前申し込みが必要となりますので、ご連絡をお願い致します。
　（託児は町内在住の方を優先とさせていただいております）

問　教育委員会　子育て支援係　　　　　℡253-4769
　　　　　　　　子育て支援センター　　℡253-8853

２月「わくわく子育て講座」のご案内
～今、パパ・ママ達に伝えたい、子育てで本当に大切なこと～

飯綱PRキャラクター
「みつどん」

　

　２月17日（月）より、確定申告が町民
会館『元気の館』で始まります。町民会館
駐車場の利用が増えますので、子育て支援
センターへお越しの際、お帰りの際は、お
子さんの安全に十分お気を付けください。
　子育て支援センターの会場が変更とな
ることもありますので、子育て支援セン
ター通信または、町民会館入口のホワイ
トボードをご確認ください。
　確定申告へお越しの方は、自動車の安
全運転に十分注意して通行いただくよう
お願いします。

ご注意ください
　

　子育て支援センターの案内や、来年度の親子ふれあい教室
の案内・申込み等を、対象となるご家庭の世帯主様宛に、2月
下旬頃郵送させていただく予定です。
　郵便が届きましたら、ご確認いただき、親子ふれあい教室
に入室をご希望される方は、申込みをお願いします。お待ち
しております。

子育て支援センターよりお知らせ

　

　昨年末よりインフルエンザA型が流行しました。現在はB型
も流行していますので、手洗い・うがい・マスクの着用（こま
めにかえる）、普段から健康管理をし、十分に栄養と睡眠をとっ
て抵抗力を高める等、感染予防を心がけてください。

インフルエンザ
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No.132地域校紹介

北 部 高 校 北部高校が文部科学大臣から表彰されました
「
地
域
授
業
」
文
科
大
臣
表
彰

　

北
部
高
校
が
、
文
部
科
学
省
「
第
13

回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員
会
、

学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学

大
臣
表
彰
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
こ

と
が
、
昨
年
12
月
６
日
付
で
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
野
県
教
育
委
員
会

の
推
薦
を
も
と
に
、
文
部
科
学
省
が
選

定
し
た
も
の
で
す
。
長
野
県
教
育
委
員

会
に
よ
る
本
校
の
推
薦
理
由
は
、
次
の

よ
う
な
内
容
で
す
。

　
「
北
部
高
校
で
は
平
成
８
年
度
よ
り

地
域
授
業
で
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。
自
治
体

と
連
携
し
た
地
域
創
生
の
実
現
に
向

け
地
域
に
貢
献
す
る
力
の
育
成
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
核
に
位
置
付
け

て
い
る
。

　

地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
探
究
的

な
学
び
と
連
動
さ
せ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
推
進
し
て
い
る
優
良
学
校
と
し
て
、

顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
表
彰
は
本
校
の

み
に
対
し
て
で
は
な
く
、「
地
域
授
業
」

を
核
と
し
て
北
部
高
校
の
教
育
を
支

え
続
け
て
い
た
だ
い
た
飯
綱
町
の
皆

様
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
の
高
校
を

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
多
く
の
方
々

の
愛
情
に
対
し
て
の
敬
意
の
表
れ
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
15
日
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
に
は
、
白
鳥
勲
学
校
長

と
、「
地
域
授
業
」（
総
合
的
な
探
究
の

時
間
）
を
近
年
中
心
と
な
っ
て
推
進
し

て
き
た
久
保
田
博
明
教
諭
が
出
席
し

ま
し
た
。

地
域
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

　

白
鳥
学
校
長
よ
り
の
御
礼
の
言
葉

と
表
彰
式
の
報
告
で
す
。

　

こ
の
度
、
本
校
は
、
皆
様
の
お
陰
を

も
ち
ま
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学

校
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
栄

誉
を
賜
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
、
ご
報
告
と
と
も
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
で
20
年
以
上
続
い
て
い
る
体

験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
「
地
域
授
業
」
は
、

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
教
室

と
し
、
地
域
に
働
く
人
々
の
経
験
や
知

恵
、
生
き
甲
斐
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。
こ
の
取
組
み

を
機
縁
と
し
て
、
近
年
で
は
、
地
域
の

保
育
園
・
小
中
学
校
と
の
交
流
や
地
域

清
掃
・
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
、
生
徒
会
に

よ
る
地
域
と
の
絆
を
深
め
、
地
域
の
活

性
化
に
協
力
す
る
活
動
、
高
所
作
業
機

活
用
に
よ
る
り
ん
ご
作
業
等
、
生
徒
が

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
地
域
創
生

を
目
指
す
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
亀
岡
偉
民
文
部
科
学

副
大
臣
が
「
Ａ
Ｉ
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
、
社
会
的
情
勢
が
著
し
く
変
化
す

る
中
で
、
主
体
的
に
課
題
を
見
つ
け
る

力
や
他
者
と
協
働
す
る
力
を
つ
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
が
頑
張
っ

て
そ
う
し
た
力
を
つ
け
て
い
く
た
め

に
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
期
待
は
、
生

徒
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
ま
し
に

な
っ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
・
職
員
一
同
、
こ
の
度
の
表
彰

を
地
域
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
大

き
な
励
ま
し
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
へ

の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
よ
り
一
層

地
域
連
携
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

３
月
５
日
に
発
表
会
を
開
催

　

今
年
度
の
「
地
域
授
業
発
表
会
」
は
、

３
月
５
日
（
木
）
に
飯
綱
中
学
校
講
堂

を
お
借
り
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
１

年
間
の
学
習
の
成
果
を
地
域
の
皆
様

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
全
生
徒
が
役

割
を
も
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

起
業
体
験
、
シ
ー
ド
ル
づ
く
り
な
ど
の

新
し
い
試
み
も
発
表
さ
れ
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

表彰式に出席した、白鳥学校長（左）と久保田教諭

クラウドファンディングにより購入が実現した高所作業機です。

昨年11月23日の「JAながの飯綱ふじ祭り」で2年生が開発した
「しっとりんごクッキー」などを販売しました


